
市民とのふれあいトーク2026　【質疑応答要旨】

当日の参加者からいただいたご意見と質問に対する回答を記載しています。

【担当課補足回答】は、ふれあいトーク実施後に各担当課からの回答を記載しています。

No 質問、要望要旨 回答

1

支援学校が来年開校される。各地区から生徒が来るが、その周辺の

環境が荒れている。元労災病院の前の通り、歩道が盛り上がってい

る。街路樹を伐採して、歩道、道路周辺を直してほしい。

【市長】

特別支援学校は来年度開校予定です。市と県で話を進め、通われる方々が少しでも困らないよう取り組んでいきます。

【担当課補足回答】

ご指摘の道路は市道です。予算の範囲内で街路樹の伐採、街路樹の根の影響により隆起した歩道の修繕をしていく予定です。

2
衣食住が大事。食の面で、米を供給している新潟県で減反対策とい

うのはどうなのか。作る方に補助金を出していってほしい。

【市長】

農業の担い手は減っています。農業が持続可能となることが、食料安全保障につながると考えており、農業に新規参入・継続できるよう注

力していきます。

3
水道の塔は文化財であるが、コンクリートの塊でしかない。改修を

永遠に続けるのか。考えてもらいたい。

【市長】

水道の塔は、平成25年に国の登録有形文化財として登録されたことで、文化財保護法に則った適切な維持管理が求められています。改修工

事には3億円以上かかる見込みですが、市民の皆さんのご負担がないように国の補助金や自治体クラウドファンディングふるさと納税を活

用し、整備していきます。改修後は、見学会の実施や学校教育との連携等により、文化財としての活用を図ります。

4

自治会協議会などの事務局を総務課がやっている。事務局を行政が

やると意見が反映できないのではないか。現状は、自治会協議会や

まちづくり協議会は行政の下請けのようだ。

【市長】

自治会協議会の事務局が市にあることで、さまざまな支援ができると考えています。自治会を持続可能な形で運営していくため、皆さんの

活動を支えていきます。

【総務部長】

自治会長が200人ほどいる中、自治会協議会は、親睦や研修の役割も担っています。総務課が役員の皆さんの話を聞き、事務的なことをさ

せていただいているので、ご理解をお願いします。

5
町内に公園が２つある。古い遊具が徐々に撤去されて、新しい遊具

の設置がない。公園の遊具の設置は減らしていく方向なのか。

【市長】

老朽化した遊具は子どもたちの怪我につながるため撤去しています。限られた予算の中、遊具を減らさざるをえない状況にあります。一方

で、暑さ、不審者の心配があり、公園で遊ばせられないとも聞いており、全天候型屋内遊戯施設など、子どもたちが思いきり体を動かせる

場の確保に取り組んでいます。

【担当課補足回答】

少子化の進行と管理をお願いしている自治会役員の高齢化などの理由から、児童遊園は、主に面積が小さいものは地元の了承を得た上で緑

地へ、面積が大きいものは都市公園へと統廃合する予定です。緑地となった場合、遊具の新設はしない方針ですのでご容赦ください。

6

市民交流センターの3階の机のキャスターが壊れている。1階のタイ

ルがガタガタしている。全面でなくていいので、スロープなど車い

す等が通る道をスムーズにしてほしい。

中央公民館の土手側入口の看板が、照明がなく夜見えにくい。

【市長】

担当課や指定管理者に伝え、可能な限り対応していきます。

【担当課補足回答】

市民交流センター3階の机のキャスターは、予算の状況を見ながら修繕していきます。1階のタイルは構造的な内容であるため、施設の改修

等にあわせて検討したいと考えています。

中央公民館の看板の照明については、照明の設置場所や種類等、他施設を参考に検討します。



市民とのふれあいトーク2026　【質疑応答要旨】

当日の参加者からいただいたご意見と質問に対する回答を記載しています。

【担当課補足回答】は、ふれあいトーク実施後に各担当課からの回答を記載しています。

No 質問、要望要旨 回答

7

一度道路を修繕し、砂利で平らにしてもらったが、何度も通ってい

ると砂利がなくなって、またガタンとなる。コンクリートで埋めて

ほしい。

【市長】

道路修繕要望の方法は、自治会として要望する方法と、要修繕箇所の写真をLINEで送ってもらう方法があります。ホルムズ海峡通行制約の

影響によるアスファルト材料の減少など、修繕可能か不透明な部分もあるためご理解をお願いします。

【担当課補足回答】

ご質問の箇所は令和6年度に自治会要望として要望書をいただいています。現在、貴自治会からは多くの整備要望があり、優先度の高い箇

所から順次整備を実施しています。本箇所について、ご意見を踏まえ、改めて自治会長に優先順位を確認します。

8

2011年（平成23年）の佐渡橋の三条側で大規模な冠水があった。

新潟市で水が溢れるということで排水機場をあえて止めるよう要請

があったと聞いた。止めるということは新潟市と協定などがあるも

のなのか。

【総務部長】

東町近くの排水路のことかと思います。下流の水位が一定以上になると、沿線で流していた水は全部止めるよう指示が来ます。川は県や国

が管理しており、その決まりに従っています。

【担当課補足回答】

平成16年の7.13水害を受け、平成18年6月10日に「中ノ口川に排水する排水機場の運転調整に関する確認事項」を新潟県土木部河川管理

課長、新潟県農地部農地建設課長、新潟県土木部長と締結し、これに基づき中ノ口川の下流部が危険水位を超えた場合、ポンプを停止する

こととなります。ご了承ください。

9

部活動の地域展開にあたり中学校の吹奏楽部の楽器を長く使うと故

障が発生してくる。個人負担も増えている。楽器保全の補助をして

ほしい。

【教育長】

楽器の修理・管理の問題等も含め、全国共通で吹奏楽の部活動地域展開が難しい現状です。財源も課題のひとつです。今後の対応について

は、学校と相談しながら検討していきます。

10

図書館を整備してはどうか。三条市は大きくきれいにした。飲食

ブースもあり、人が集う場所となっている。今後図書館を作る予定

はあるか。

【市長】

今年度から来年度にかけて、公共施設の保有量適正化計画を見直します。単純に図書館を建て替えるという話だけでなく、三条市のように

いろいろな機能を一緒にするという考え方もあるので、検討していきます。

【担当課補足回答】

検討した方向性を保有量適正化計画に反映させていきます。

11

市内企業に勤めている。訪れてよし、住んでよし、働いて、学んで

よしの燕市にしてほしい。

これからの世代を担う県立高校に通っている学生から、燕市で学ん

でよかったと言ってもらえるような燕市にしてほしい。

【市長】

働く環境の整備は大きな課題と認識しています。市では、働きやすい企業を「つばめ子育て応援企業」として認定しており、男性育休取得

率は80％近くとなっています。また、市内の高校に通うことは魅力を知ってもらう機会にもなります。県立高校の支援も行っており、分水

高校や吉田高校、燕中等教育学校がいいなと思ってもらえるような仕組み作りを進めていきます。

12

ハローワーク巻とも連携してほしい。

本社が燕市にある市内企業のCMのように、見た若い人たちがここ

で働きたいというものがあったらいいなと思う。

【市長】

ハローワーク巻とは連携しており、産業振興協議会として、ハローワークや産業界、金融機関と現状を共有しています。若い人たちに魅力

を発信できるよう、検討していきます。
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13

ビジョンよしだのプールのシャワーが、改装後は水が出たり、お湯

が少なかったりで、改装前より悪くなっている。

また改装後から営業時間が21時から22時まで延びたが、改装前・

コロナ前よりプールの利用者が減っている。22時まで利用する人が

どのくらいいるのか気になる。

【市長】

シャワーについては指定管理者に伝えます。営業時間が延びたことで利用時間がバラけている可能性もあります。できるだけ多くの方に利

用していただくのが公共施設として大切です。皆さんから利用してもらえるよう、周知していきます。

【担当課補足回答】

シャワーについて、タイミングによって配管内の水が先に出てくる場合があります。また、お湯が出続ける時間を、改修直後は改修前と同

様に12秒間としていましたが、冬季になると貯湯槽のお湯が不足することから、現在は8秒間とさせていただいています。ご了承くださ

い。

プールの利用者数については、コロナ前は年間95,000人程度でしたが、コロナ後、改修後の近年は58,000人程度となっています。大規模

改修に伴う閉館により、プールに通う習慣が止まってしまったことも要因の一つと考えています。また、21時以降の利用者数は平均4人程

度となっており、人件費等の費用対効果の観点から閉館時間の見直しも検討が必要と考えています。

14
私は小学生で、まちづくりに興味がある。燕市が明るくなるために

私に何ができるか。

【市長】

こども会議という取組を今年から始めます。もっとこうなったらいい、ということを仲間と一緒に話して、燕を明るくするようご協力お願

いします。

また、長善館学習塾やJack＆Betty教室、つばくろロボキッズ教室なども行っています。

さらに、小中学生を対象に、つばめっ子が描く未来の燕事業という絵画コンクールを実施する予定です。未来の燕がこうなったらいいとい

うものを提案してもらえると嬉しいです。

15

脳卒中や脊髄損傷などの中途障がいを負った方に対する地域生活に

おける支援の拠点機能の充実について、中途障がいに特化した支援

センターの建設や、福祉制度や行政のサービスの狭間に落ちている

方に対する支援、30・40代の中途障がい者に対する支援につい

て、今後どのように考えているのか。

【市長】

自立支援協議会で部会を設けて話を進めていく中で、今何が足りていないのかということを把握しながら進めていきます。障がいのある方

がさまざまな活動をするには移動が困難、と意見をいただいています。先進事例研究も含め、中途障がいを負った方に対しての支援策を検

討していきます。

【担当課補足回答】

「燕市障がい者基本計画・第8期燕市障がい福祉計画・第4期障がい児福祉計画」を今年度中に策定します。障がいのある方々のニーズを的

確に把握し、より実効性のある内容とするため、障がい児者1,000名を対象としたアンケート調査を実施するほか、障がい者団体や地域の

関係機関などから構成される「燕市障がい者自立支援協議会」において、専門的な知見を交えた協議を重ね、計画内容の充実を図ります。

16

分水地区の願王閣にあった鶴の絵は、現良寛史料館では空調の問題

と収蔵庫が狭いため、長岡歴史博物館に預かってもらい10年経っ

た。地元の物が地元にないのは心のよりどころがどこか行ってし

まったような気がする。新たな良寛史料館に絵を戻せるような広さ

の燻蒸室と収蔵庫を計画していただけないか。５年後は良寛没後

200年。燕市に多くの方が来ることが見込まれる。美術品などを生

かしてうまく企画展示ほしい。

中村家の2階の良寛がいた部屋も、市で測量、写真で記録をして後

世に残していただけないか。

【市長】

収蔵庫や空調システムの整備は大きな課題と認識しており、新分水良寛史料館基本構想策定委員会にご意見を伝えます。良寛の魅力を知っ

てもらい、燕に来てもらえるよう、中村家の記録等についても、民間の動きと連携していきます。

【教育長】

新良寛史料館の基本構想を今年度中に策定します。史料館は、展示、収蔵、保存が大事な役目です。今後、基本構想ができた後の具体的な

計画策定の段階で、どのくらいの規模・質でとらえ、建設していくか考えていきます。中村家の記録等も活用できるかどうか、研究してま

いります。

【担当課補足回答】

収蔵庫不足は良寛史料館だけでなく、全国の博物館で問題になっていると認識しています。燕市の貴重な資料の散逸を防げるような収蔵庫

を整備していきたいと考えます。展示、関係施設への周遊についても検討しており、今年度中に策定する基本構想の中で提示予定です。
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17

大河津分水改修促進期成同盟会会長は新潟市長。信濃川改修期成同

盟会会長は長岡市長。信濃川・中ノ口川治水事業促進期成同盟会会

長は三条市長。なぜ燕市長がならないのか。

【市長】

就任した時にはそのような形になっていました。

【担当課補足回答】

各同盟会は、大河津分水の早期改修を促進することや信濃川本川中流及び魚野川の国の直轄改修事業の早期完成、信濃川及び中ノ口川の治

水及び利水事業の促進などを目的に結成しており、市長は現在、各同盟会において副会長や理事として活動しています。また、県内の市町

村で構成されている新潟県河川協会においても副会長の職に就き、活動を行っています。会長職には就いていませんが、各同盟会及び協会

の役職に就き燕市長として発言や要望を行っておりますので、ご理解をお願いします。

18

大河津分水の令和の大改修事業について。地底の関係で、JR越後線

から石港の間の桜並木が伐採された。この桜並木は単なる記念植樹

ではなく、先人の成し遂げた偉業、治水資産の継承として、タスキ

をつないでいかなければならない重要資産。愛媛県松山市は天皇陛

下、皇后陛下ご臨席で植樹される。それに匹敵するようなことを大

河津分水ですべきではないか。

【市長】

大河津分水を多くの方に知ってもらうためのイベントが毎年開催されており、市長就任前の第1回目から実行委員として関わっています。

大改修は何年もかかる事業です。市から河川事務所に職員を派遣しており、国と情報共有しながら、責任を持って取り組んで行きたいと考

えています。

【担当課補足回答】

令和４年に大河津通水100周年を記念して、100年前の桜並木を復活させるプロジェクトがスタートしました。令和4～7年度にかけて大河

津資料館周辺に桜の植樹を実施しています。

19

分水小学校統合について、分水北小には良寛の歌にメロディーをつ

けて子どもたちが歌っている校歌がある。島上小学校はヲミワケ太

鼓など、地域特有のものがあるので、地元の知恵・歴史そういう部

分を踏まえて統合を考えていただけたら。

【教育長】

これまで検討段階で、分水北小学校区、島上小学校区、全世帯を対象にアンケートを取り、それぞれの地域でこうしたいということを挙げ

てもらい、統合の運びとなりました。

今後は分水地区全体での準備委員会で、3年間かけて、教育課程など話し合いながら決めていきます。

20

幕島の田んぼの真ん中の市道ができてから20年経った。年々下がっ

てきて、田んぼの高いところに水をかけると道路に水が流れてきて

しまう。現場を見て、用水から田んぼの水が流れ込まないようにし

てほしい。

【市長】

後ほど事務局に場所を教えてください。

【担当課補足回答】

関係者と現地確認し、必要に応じ、自治会長を通して要望書を提出していただくよう依頼しました。

21

笈ケ島保育園が選挙の投票所だった地区は、笈ケ島集会場に移され

た。そこに行くには、分水公民館の前を通る。公民館はスロープも

よく、靴を履き替えず投票所に入れるので、高齢の方は行きやす

い。投票所に行く人の利便性や投票率確保を考えると、投票所の再

編、組み直しで、身近なところで投票できるように配慮してほし

い。

【市長】

選挙管理委員会は独立する機関で、市長の権限で決めることはできませんが、投票所の場所を変えるには、投票区を変えるのか、全体を見

てそれが必要なのかどうか、ということから検討しなければなりません。ブルーシートを敷いて、靴のままは入るようにしている投票所も

あります。靴を脱いで投票しなければならない場所は、サポートできるように人員配置されています。ご意見は選挙管理委員会に共有しま

す。

【担当課補足回答】

投票所の行き先を変更する「投票区の再編」は、一つの自治会ではなく、複数の自治会で成り立っている「投票区」という枠組で検討をす

る必要があります。各投票区の有権者の人数や、各自治会ごとの投票所への距離、投票所の部屋や駐車場の広さ、実現できるバリアフリー

等を考慮する必要があり、そのうえで該当する投票区内の自治会の意見も集める必要があります。ご要望を踏まえ、今後関係する自治会の

意見を集めていきたいと考えています。



市民とのふれあいトーク2026　【質疑応答要旨】

当日の参加者からいただいたご意見と質問に対する回答を記載しています。

【担当課補足回答】は、ふれあいトーク実施後に各担当課からの回答を記載しています。

No 質問、要望要旨 回答

22

職員の皆さんは一生懸命仕事されている。予算面においてもきめ細

やかに配分されている反面、具体的な成果が上がらないのは、上層

部・管理者に戦略的な思想がなく、戦術的な対応だけに従事してい

るからではないか。また評価体制がしっかりしていない。戦略戦術

の考え方、PDCAの評価システムの導入・強化を市の職員一人ひと

りが考えて対応してくと皆さんの努力が具体的な姿として、市民に

は見えてくるのではないか。

【市長】

燕市総合計画に基づき施策を進めており、PDCAを回して進捗管理を行っています。その状況は市ホームページ等で公表していますが、皆

様にしっかりと見えていない部分もあるかと思います。職員一人一人は、思いを持って取り組んでいます。もっとこうしたいと意思があっ

て、新たな事業など提案しているところを見せていけるように取り組んでいきます。

23

空き家をいかに有効活用するか。燕市中心市街地再生モデル事業を

知っている市民が少ないのでは。分水でもモデル事業をやれば活性

化するのではないか。市民に対する周知が弱いのでは。力を入れて

いただきたい。

【市長】

中心市街地再生モデル事業は、公募に手を挙げた事業者を支援する事業です。分水地区でも取り組む方が出てくればいいなと思っていま

す。事業周知の面では、私も火曜日に燕三条FMに出たり、毎月BSNラジオで周知させていただいたりしています。SNSも活用しています。

SNS登録していただけるよう促していきます。私自身もSNSをやっているので、皆さんに周知していけたらと思います。

【担当課補足回答】

分水地区でも中心市街地再生モデル事業に取り組んでいただける方が現れるよう、可能性を探っていきます。現在、吉田地区でプロジェク

トが進行しているので、事業成果説明会やワークショップなどの機会を増やし、周知していきます。

24

イノシシの駆除をしてもらえないか。電気柵をつけただけでは、ど

のように駆除して、減らしていくのか見えてこない。山手地区、川

西地区、田んぼも畔も荒らされ、かなり被害が出ている。猟友会の

方から駆除してもらいたい。イノシシは倍々に増えていく。対策し

ていただきたい。

【市長】

有害鳥獣対策として電気柵の導入を補助しています。猟友会と担当課で連携し、実情を把握していきます。

25

分水地区には幕島の石器時代の遺跡、石港の遺跡調査、良寛の作

品、阿部家、解良家、中村家、舟運で栄えた水路の跡などさまざま

ある。こうした財産が地域の外へ出ないような収蔵庫を含めて、新

しい良寛史料館を考えていただきたい。

【市長】

とても大事な財産だと思っています。新良寛史料館の基本構想を策定する中でしっかりと意見を聞きながら検討していきます。

【担当課補足回答】

基本構想を策定する中で委員の皆さんの意見を聞きながら、収蔵計画についても検討を進めています。燕市の貴重な資料の散逸を防げるよ

うな収蔵庫を整備していきたいと考えます。

以上


